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政策提言までの経緯①

ナゴヤ未来会議は、これまで、青年会議所会員と有識者による議
論（リアル会議）とホームページ上での意見の収集（ウェブ会議）によ
り、市民の声を集約してきました。

そして、育児支援、ダイバーシティ、観光という３つのテーマに関し、
それぞれ２つの政策案を策定し、７月２９日のフォーラムにおいて、討
論会を行いました。

フォーラムでは、キャスターの辛坊治郎氏の仕切りの下、ＳＫＥ４８と
BOYS AND MENのメンバーがプレゼンテーションを行い、政治家や
大学教授、経営者、主婦ら３０名のパネリストによる討論を経て、来
場者に「どちらの政策を名古屋で実現すべきか」という視点で投票し
てもらいました。

今回、提言する政策は、その投票において、得票数が多かった（市
民の支持が多かった）ものになります。なお、僅差となったものもあり
ましたので、提言に至らなかったもう一つの政策案も参考資料として
末尾に掲載しました。



政策提言までの経緯②

ナゴヤ未来会議HP（http://nagoyamiraikaigi.jp/）

〜１万人の市民の声で作ろうナゴヤの未来〜

テーマ：２５件
投稿数：２,８４３件
閲覧数：１２,４２４件

名古屋工業大学が開発した意見集約システム（ＣＯＬＬＡＧＲＥＥ）を用いて、
３月７日から７月２９日まで、政策課題について議論を行ってきました。

http://nagoyamiraikaigi.jp/


政策提言までの経緯③
２０１８年３月 ７日 ナゴヤ未来会議ホームページ開設

３月 ８日 第１回ナゴヤ未来会議（リアル会議）開催
参加者数：２３名
概要：政策テーマの設定。

４月 ３日 第２回ナゴヤ未来会議（リアル会議）開催
参加者数：２９名
概要：政策案の進捗確認、各政策テーマのアドバイザーを選定

６月１１日 第３回ナゴヤ未来会議（リアル会議）開催
参加者数：４６名
概要：アドバイザーを交えて政策案の策定

７月２９日 ナゴヤ未来会議〜みんなで創ろうナゴヤの未来〜開催
参加者数：９１９名
概要：各政策案に対する大討論会を実施

９月１０日 第４回ナゴヤ未来会議（リアル会議）開催
参加者数：２０名
概要：各政策案の取りまとめ



政策①プラットフォームの活用

現状 市民の声を政治や行政に反映させる試みとして、従来、有識者会
議やパブリックコメントなどの方法が採られています。

問題点 有識者会議やパブリックコメントなどの方法は、一般市民の認知度
が低く、敷居も高いので、政治への関心が薄い市民の声を収集し
にくいという問題があります。

提案内容 政治・行政と市民をつなぐ新しいプラットフォームの活用
を提案します。

効果 どの市民でも、インターネット上で、いつでも、どこからでも気軽に
意見を述べることができます。



新たなプラットフォームが必要



市民の意見

• 「パブコメ」という仕組みがあるのは知っているが、実際に募集しているの
を目にしたことがない（経営者）

• 関心のある法律分野はともかく、まちづくりの課題についてパブリックコメ
ントを送ろうと思ったことがない（弁護士）

• 政治とか行政というとどこか遠くのことのように感じられて、ニュースを見
ること以外に関心を持ったことがない（主婦）

• 名古屋城の木造再建など、市民にとって重要なまちづくりの課題はたくさ
んあるので、機会があればぜひ積極的に議論してみたい（ウェブ）

• ナゴヤ未来会議に参加し、議論してみると意外に身近な話題が多いし、
面白かった（フォーラム参加者）



まちづくり参画
プラットフォームの活用

提言



政策②地域がつながる働き方
〜地域子育て支援拠点でテレワーク〜

【現状】

日本の育休取得率は、女性が８１．８０％に対し、男性はたった３．１６％に
過ぎません。（資料１）

各国の男性の育休取得率を見ると、スウェーデンが３１．６％、アメリカが１
３．０％となっており、日本の男性の育休取得率は、特に低い水準となって
います。（資料２）
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【問題点】

父親による育児の参加は、家族にとって望ましいものであるにも関わら
ず、
父親の育児休暇取得によって、家計が苦しくなる等、父親は育児休暇を
取得し難い状況にあります。

【提案内容】

私たちは、名古屋市の公立中学校区に一つずつある「地域子
育て支援拠点」にテレワークサテライトオフィスを設けることを
提案します。

【効果】

インターネットなどの通信技術が発達した現代においては、テレワークと
いう新しい形での働き方が可能となりました。そして、公立中学校区に一
つある「地域子育て支援拠点」を利用してテレワークを行える環境が整備
されれば、そこで働く父親は、収入を得ながら、徒歩圏内の場所で仕事に
従事でき、育児に参加しやすい環境を得られます。また、その地域住民と
のつながりを増え、地域の子育て情報を得ることが出来ます。



市民の意見

• 育児休暇は女性のための制度であると言われたことがある。育児休暇と
併用してテレワークが出来れば、育児に参加しやすい（大学教員）

• 次世代の子どもたちに父親が育児に参加している姿や育児休暇を取っ
ている姿を見せれば、次第に浸透していくと思う（高校生）

• テレワーク施設だけあっても、父親の育児の意識を高めなければ機能し
ない（ウェブ）

• 父親が育児休暇を取らなければ不利益を課す方法があっても良い（ウェ
ブ）

• 働きながら子育てを出来る場所の提供という案にとても共感した（ウェブ）

• 出来る業種が限られ、企業の理解も必要（ウェブ）



～地域子育て支援拠点でテレワーク～

地域がつながる働き方

提言



参考資料①
育児支援に関する他の政策案 「赤ちゃん」課外授業 ～地域の赤ちゃんと触れ合える課外授業を導入しよう～

現状・問題点 「自分の育った市区町村以外で子育て」（アウェイ育児）をする母親は、全体の７２．１％に達
している。その母親は、近隣に身近な相談相手がいないため、育児に不安を抱えている。

政策案 名古屋市の公立中学校区に一つずつある「地域子育て支援拠点」において、地域の赤ちゃ
んと中学生が触れ合う課外授業を行う。

効果 アウェイ育児をする母親が「地域子育て支援拠点」の存在を知り、地域とのつながりを持つこ
とが出来る。また、多感な時期の中学生が赤ちゃんと触れ合うことで、両親以外の親の想い
を知ることができる。

市民の声 最初、赤ちゃんの抱っこの仕方やミルクの温度、おむつの替え方すらわからなかった。赤ちゃ
ん授業のようなものがあったら良かった(ウェブ)。

出典：ＮＰＯ法人子育てひろば全国連絡協議会



政策③道徳でＬＧＢＴ教育を

現状 ＬＧＢＴ（レズビアン、ゲイ、バイセクシャル、トランスフェンダー）の方
は、１３人に１人の割合で存在し、ＡＢ型や左利きの方の割合とほ
ぼ同じです。そのような身近な存在にも関わらず、ＬＧＢＴの方は、
「いじめや差別がある」、「職場や学校の理解がない」など、名古屋
のまちに生きづらさを感じています。

問題点 教育現場において、ＬＧＢＴに対する十分な対応が取られて来ず、
そのことが一因となって、現在におけるＬＧＢＴへの誤解や偏見へと
つながっています。また、半数以上のＬＧＢＴの方は、小学校入学
頃に性的違和感を覚えており、この頃に正しい知識を身につけるこ
とは、非ＬＧＢＴの方だけでなく、ＬＧＢＴの方にとっても有用です。

提案内容 私たちは、小中学校で教科化された「道徳」において、ＬＧ
ＢＴ教育を盛り込むことを提案します。

効果 小学生から正しい知識があれば、ＬＧＢＴの方を自然と受け入れ、Ｌ
ＧＢＴへの偏見がないまち名古屋の実現ができると考えます。



ＬＧＢＴの性的違和感のめばえ

全体（ｎ＝1,167）

小学入学以前 660（56.6％）

小学低学年 158（13.5％）

小学高学年 115（9.9％）

中学生 113（9.7％）

高校生以前 92（7.9％）

不明 29（2.5％）

LGBT当事者へのアンケートをとった結果です。
既に小学生の時に性の違和感を感じています。

当事者の多くは小学生のときからずっと自分は変
だ、
誰にも相談できないとずっと悩み苦しんでいます。

こちらは教育現場における同性愛の扱いの
アンケートです。
約93％の方が教育現場において不適切な対

応を取られていました。現状のＬＧＢＴ教育は
不十分であり、さらにＬＧＢＴという言葉自体
を知らない、正しい知識がない為、誤解や偏
見が生まれてしまいます。

昔から教育は行われていないので、今も昔
も何も変わっておりません。



ＬＧＢＴの問題を小中学校で
教科化になった

『道徳』でＬＧＢＴについて学ぼう！

提言



政策④スポーツスタジアム建設
現状 名古屋には、「でらスポ名古屋」に参加する１３のトップスポーツチーム

があるように、スポーツで名古屋を元気にする潜在な力を持っていま
す。そして、現在、開発が進められている久屋大通公園には、東西の
幅が７８メートルもあり、フットサルやバスケットボールなど様々なス
ポーツを行える広さを有しています。

提案内容 私たちは、錦通から南側の久屋大通公園に、スポーツスタジ
アムを建設することを提案します。

効果 久屋大通公園は名古屋の中心部にあり、その場所にスポーツスタジア
ムがあれば、仕事帰りやショッピングの後に気軽にスポーツ観戦を行
うことが出来るようになります。そして、名古屋にある１３のトップスポー
ツがこのスタジアムで行われ、市民にもっと身近なスポーツとなれば、
それらを見た子供たちは選手にあこがれ、その競技人口は増えていき
ます。スポーツが活性化することで、名古屋市民の健康推進につなが
り、街も市民も元気いっぱいの名古屋が実現されると考えます。

また、スポーツスタジアムの地下に非常食などを常備することで、東
海大地震などの災害時に避難者を受け入れる災害拠点として活用す
ることもできます。



市民の意見

• 中規模のコンサートホールがないため、全国ツアーのイベントで名古屋
飛ばしの問題が生じている。スタジアムであればコンサートにも使える
（市議会議員）。

• スタジアムを作ることで名古屋への観光客が増えると思う（ドイツ留学生）。

• 都心のど真ん中にものすごいおもろいもの作らなあかん。スポーツもでき
る、周りにうみゃーものもある、世界のコンサートも聴ける。そういうとこを
作って、ようけの人に来てもらわないかん（名古屋市長）。

• センチュリーホールや中日劇場など名古屋市内の

• アジア競技大会を見据え、栄の地区にスポーツエリアを形成すれば、オ
アシス２１と相まって観光客誘致に役立つと思う（ウェブ）。





久屋大通公園の７８mを使えば、
フットサルもバスケットボールも十分可能











提言



参考資料

以下は来場者による投票数の少なかった政策
案の概要です。

投票数が少なかったとはいえ、多かったものと
拮抗したものもありましたので、ぜひ、参考にし
ていただければ幸いです。



参考資料①

育児支援に関する
他の政策案 「赤ちゃん」課外授業

現状・問題点 「自分の育った市区町村以外で子育て」（アウェイ育児）をする
母親は、全体の７２．１％に達している。その母親は、近隣に身
近な相談相手がいないため、育児に不安を抱えている。

政策案 「地域子育て支援拠点」において、地域の赤ちゃんと中学生が
触れ合う課外授業を行う。

効果 アウェイ育児をする母親が「地域子育て支援拠点」の存在を知
り、地域とのつながりを持つことが出来る。また、多感な時期
の中学生が赤ちゃんと触れ合うことで、両親以外の親の想い
を知ることができる。

市民の声 最初、赤ちゃんの抱っこの仕方やミルクの温度、おむつの替え
方すらわからなかった。赤ちゃん授業のようなものがあったら
良かった(ウェブ)。



～地域の赤ちゃんと触れ合える

課外授業を導入しよう～

「赤ちゃん」課外授業



出典：ＮＰＯ法人子育てひろば全国連絡協議会

アウェイ育児からホーム育児へ



出典：ＮＰＯ法人子育てひろば全国連絡協議会



•母親に偏っている子育て

•家庭内で育児の不安を抱え込む

•子育てに関する身近な相談相手がいない

•ネットなど子育てに関する情報が氾濫して
いる

子育て環境の現状



•子育て親子の交流の提供と交流の促進

•子育て等に関する相談、援助の実施

•地域の子育て関連情報の提供

•子育て支援に関する講習等の実施

地域子育て支援拠点事業とは



「赤ちゃん」課外授業とは

赤ちゃん課外授業とは、子育ての不安解消のため、
地域の赤ちゃんのいる親子と中学生を地域子育て支援
拠点に来てもらい、触れ合う課外授業を行うことです



「赤ちゃん」課外授業の効果

この授業の効果はたくさんあります
中学校区に子育て支援拠点があること、その内容を知ってもらえる
反抗期等多感な時期の中学生に、両親以外から親の想いを知ること
ができる
家庭内に閉じこもりがちになりやすいお母さんの社会参加や単純に
「赤ちゃん、かわいい」って言ってもらえる喜び
地域とのつながり、出会い、情報交換など、、、



地域の子育世代と子育経験世代が

つながることで、アウェイ育児からホーム

育児へと変わっていく！



～地域の赤ちゃんと触れ合える

課外授業を導入しよう～

「赤ちゃん」課外授業

提言



参考資料②ＬＧＢＴ専用相談窓口設
置を

現状 名古屋市には、約１８万人のＬＧＢＴの方がいると言われており、そ
の内、言葉による暴力を受けた人は５３％もいます。それにも関わ
らず、６８％の方が誰にも相談できなかったとアンケートで答えてい
ます。

問題点 「いのちの電話」はつながりにくいといった問題があります。同じ問
題が懸念されるので、人手不足・ボランティア頼りにならないように
する必要があります。
相談先もわからず一人で悩んでいるのが問題です。

提案内容 名古屋市に、「ＬＧＢＴ専用の相談窓口」を開設します。

効果 ＬＧＢＴの方が傷つき、悩んだ際に、気軽に相談できる場所を設け
ることで、名古屋市がＬＧＢＴの方にとって住みやすいまちとなりま
す。



ホワイトリボン・キャンペーン「ＬＧＢＴの学校生活に
関する実態調査」（２０１３年）

多くのＬＧＢＴの方は小学生のこ
ろ、悪意ある言葉に傷つけられ
た経験を持っています。

悪意が無かったとしても、周囲の
何気ないことばや眼差しに傷つ
いた経験のある方がほとんどだ
といえます。

ゲイ・バイ
セクシャル
男子

ＬＧＢＴ全
体回答

何もしなかった ６８％ ７６％

自分がいじめられない
様
一緒になって笑った

３８％ ２９％

やめて欲しいと言った １４％ １４％

親に相談した ２％ １％

学校の教師に相談した １％ ２％

他の友人や同級生に相
談した

２％ ３％

ホワイトリボン・キャンペーン「ＬＧＢＴの学校生活に関
する実態調査」（２０１３年）

どんなに傷つくことがあっても、ほとんどの方が誰にも相
談できず、
表が示す通り『何もしなかった』が現状です。

この表は学生さんの例ですが、社会人であっても同じこと
が言えます。

どこへ行けば話を聴いてもらえるのか、当事者にとって自
分の悩みが「異常ではない」と言ってくれるのか、聞いてく
れるところの信憑性がない、お金がかかるなど、どうすれ
ばいいのかがわかならいのが現状です。



提言



参考資料③
久屋大通公園の再
開発に関する他の
政策案

緑あふれる超都市型公園の開発

現状・問題点 名古屋市民の一人あたりの公園面積は、６．９㎡であり、全国
平均の１０．３㎡を大きく下回っている。ニューヨークのセントラ
ルパークやロンドンのハイドパークなど、巨大な都市型公園は、
市民や観光客に人気のスポットとなっている。

政策案 久屋大通公園に全面芝生の公園を作り、巨大スクリーンを完
備した常設ステージを設ける。

効果 平日は、ＯＬやビジネスマンの休息の場、休日は子供から大人
までのピクニックを楽しめる憩いの場となる。また、野外コン
サートや巨大スクリーンを用いたスポーツのパブリックビューイ
ングなど、多彩なイベントの開催により、名古屋のまちが盛り
上がる

市民の声 緑あふれる公園にすることで、日常的に人と人が集まる場所
にする方が名古屋にとって魅力的だと思う（個人事業主）







提言




